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《症例報告》

99mTc－tetrofosminが集積した乳癌の2症例
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西垣　　洋＊

大久保知之＊＊

山本　和宏＊　　中田　和伸＊

松井　律夫＊　　末吉　公三＊

田本　重美＊＊　大竹　義章＊＊＊

　要旨　女性の乳癌の罹患数は14．2％と胃癌についで多く第2位を占める．今回われわれは右胸心を

合併した乳癌（乳頭腺管癌，病期分類T4bNlaM1）ならびに完全房室ブロックにペースメーカー植え込

み術の既往歴のある症例が罹患した乳癌（嚢胞内乳頭状癌，病期分類T2aNlaMO）の2症例に心機能評

価のため99mTC－tetrofOSmin負荷心筋シンチグラフィを施行した．両者ともに心筋虚血などは見られな

かったが，planar像，　SPECT像ともに視覚的に心筋と同程度の強い集積が乳癌の主病巣に一致して見

られた．近年欧米では99mTc－MIBIが乳癌の主病巣のみならず転移病変の検索に臨床応用されつつある．

今回は心筋虚血の有無を調べるために99mTC－tetrOfoSmin心筋シンチグラフィを施行したので乳癌の転移

巣等は検索できなかったが，99mTc製剤である特長を生かしたSPECT撮影も容易であるので，”mTc－

tetrofosminも乳癌の診断・治療の一助になるものと考えられた．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（核医学33：531－536，1996）

1．はじめに

　99mTc－tetrofosminは心筋血流製剤として冠動脈

疾患を主体に心機能異常を有する症例に広く臨床

応用されるようになった．今回，われわれは心筋

虚血が疑われた乳癌の2症例に99mTc－tetrofosmin

心筋シンチグラフィを施行したところ乳癌病巣へ

の集積が見られたので文献的考察を加えて報告す

る．

II．症例呈示

症例1　LM．，51歳女性

現病歴　平成6年左乳房中央に腫瘤を自覚した

　＊大阪医科大学放射線科

＊＊　　同　　第一内科
＊＊＊　　同　　第三内科

受付：7年12月8日
最終稿受付：8年2月15日
別刷請求先：高槻市大学町2－7（㊦569）

　　　　　　大阪医科大学放射線科

　　　　　　　　　　　　　　　足　立 至

が放置していた．平成7年1月から同部位に疾

痛を認めるようになり徐々に増強し近医受診し

た．表在の皮膚の色調の変化と，深部に腫瘤を指

摘され，平成7年4月に当院一般消化器外科受

診となった．

　既往歴：生来右胸心を指摘されていたが特に自

覚症状もなく運動制限をすることはなかった．

　入院時現症ならびに検査成績：

　左乳房CE領域に表在皮膚の赤褐色化を認め，

その深部に5cmの腫瘤を触知した．腫瘤と深部

筋層との癒着は認めず，腋窩，鎖骨上窩等のリン

パ節も触知しなかった．心音が右側前胸部に強く

聴取された．血液生化学検査に異常なく，腫瘍

マーカーにも異常を認めなかった．胸部X線所

見で右胸心が見られ，胃泡が右側に見られ内臓逆

位が疑われた（Fig．1a）．心電図でも左側胸部誘導

では全体に低電位であり，右側胸部誘導では正常

であった．胸部造影CTスキャンでは左前胸部の

乳頭部に接して1×3cmの扁平化した腫瘤が見ら

れ辺縁部は造影されていた（Fig．1b）．骨シンチグ
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Fig．1　A　case　of　51years　old　female　with　breast　cancer．　a：Achest　plain　X－ray　film　shows

　　　dextrocardia　and　gastric　air　on　the　right　side．　b：Acontrast　enhancement　CT　scan　a“he

　　　level　of　mid－chest　shows　dextrocardia　and　breast　tumor　of　the　left　sided　chest　wall．　c：

　　　A　planar　image　of　99MTc－tetrofosmin　myocardial　scintigraphy　shows　myocardium　at

　　　the　right　side，　gall　bladder　at　the　left　lower　s輌de　and　abnormal　uptake　on　the　left　chest

　　　wall．　d：Transaxial　image　of　9“MTc－tetrofosmin　myocardial　SPECT　show　myocardium

　　　at　the　right　side　and　abnormal　uptake　on　the　left　chest　walL

ラフィで第1腰椎に集積の増加が見られ転移性骨

腫瘍と考えられた．心筋虚血の有無を評価するた

めに運動負荷99mTC－tetrOfOsmin心筋シンチグラ

フィが平成7年4月11日に施行された．方法は

臥位自転車エルゴメータによる多段階負荷で259

MBqの99mTc－tetrofosminを静注した．早期像とし

て東芝社製GCA－9300A型ガンマカメラで360°回

転60方向から1方向30秒でSPECTデータ収集

を行い，Planar像は5分間の収集で前面像のみを

撮像した．3時間後安静時に99mTc－tetrofosminを

555MBq再静注し安静像として負荷像と同様に撮

影を行った．SPECTデータ処理はButter－worth

フィルターで前処理を行い，Rampフィルターで

再構成した．負荷時早期像，安静時遅延像ともに

Planar前面像では肝・胆道が左側にあり，心臓は

右側に存在し左前胸部に強い集積が見られ乳癌，

病巣への集積と考えられた（Fig．1c）．　SPECT像の

体軸横断像では右側に心筋横断像が見られ左前胸

部に異常集積が見られ，胸部造影crスキャンで

見られた乳癌病巣に一致した集積と考えられた

（Fig．1d）．生検による病理組織診断は浸潤・線維

化を伴う乳頭腺管癌（Papillotubular　carcinoma）で

あり病期分類はT4bNlaMlであった．

Presented by Medical*Online



99’nTc－tetrofosminが集積した乳癌の2症例 533

19

　
　
　
　
　^
ご

“

蛋蕪∨ぷ
⇔

ば

ヲ

◎
●

a

20

）°

12 13

“罎

　　　　　　　　　　c
Fig．2　A　case　of　78　years　old　female　with　breast　cancer．

　　　a：Aplanar　image　of　99mTc－tetrofosmin　myo－

　　　cardial　scintigraphy　shows　abnorrnal　uptake　at　the

　　　lateral　side　of　the　myocardium．　b：Transaxial

　　　images　of　99i”Tc－tetrofosmin　myocardial　SPECT

　　　show　abnormal　uptake　at　the　left　lateral　side　on

　　　the　chest　wall．　c：Vertical　long　axis　images　show

　　　no　perfusion　defect．　Abnormal　uptake　appears　on

　　　the　anterior　chest　wall．

b

　症例2　J．K．，78歳女性

　平成6年10月に左乳腺から血性の分泌液が見

られ，左乳房中央に腫瘤を自覚した．近医を受診

し抗生剤の内服を受けたが，同部位に疾痛を自覚

するようになり精査のため，平成6年12月に当

院一般消化器外科受診となった．

　既往歴：不整脈，心不全が72歳時に出現し当

院内科で精査，完全房室ブロックを指摘されペー

スメーカーの植え込み術を受けた．

　入院時現症ならびに検査成績：

　左乳房のB，D領域にdimplingが見られ，　E領

域に2．5×2．6cmの弾性硬の辺縁不明瞭な腫瘤を

触知する．腋窩リンパ節等は触知しない．血液生

化学検査に異常なく，腫瘍マーカーにも異常を認

めなかった．胸部X線所見で心拡大が見られる

が，肺血管陰影増加は見られず，肺転移を疑う病

変もなかった．心電図はすべてペースメーカーリ

ズムで心筋虚血の判定不能であった．以上から

T2aNlaMOと病期分類され，左乳房のmodified

radical　mastectomyに先立ち心筋虚血の評価のため

ジピリダモール負荷99mTc－tetrofosmin心筋シンチ

グラフィが施行された．ジピリダモールは0．56

mg！kgを4分間かけて静注し，静注終了後3分後

に259MBqの99・nTc－tetrofosminを静注し生理的食

塩水20m～でフラッシュし30分後から撮像を行

い，3時間後安静時に99mTC－tetrOfOSminを555

MBq再静注し1時間後から撮像した．撮像方法

は症例1と同様である．負荷時早期像，安静時遅

延像ともにPlanar前面像で心筋の左外側に異常集

積が見られ（Fig．2a），さらにSPECT像の体軸横

断像でも同様に左前胸部に異常集積が見られ（Fig．

2b）．心筋虚血などの異常所見はPlanar像，

SPECT像いずれでも見られなかった（Fig．2c）．平

成7年1月9日に非定型的乳房切除術が施行さ
れ嚢胞内乳頭状癌（intracystic　papillary　carcinoma）

と診断された．

m．考　　察

　わが国の乳癌の死亡率は女性の全癌死亡の

6．7％であり比較的少ないようであるが，全癌の

罹患数からは14．2％と第2位を占める，胃癌に

次いで多い癌であるト3）．乳癌の画像診断は乳腺
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は軟線撮影としてのマンモグラフィと超音波検

査が主体であり，進達度の評価としてX線CT，

MRIが用いられ，骨転移の診断に99mTc－HMDP

（hydro－methyl－diphosphonate）による骨シンチグラ

フィが使用されている．乳癌の病巣の核医学検

査の応用については最近欧米で99mTc－MIBI
（Methoxy－lsobutyl－lsonitrile）を用いて基礎的なら

びに臨床応用されているが13～15），99mTc－tetro－

fosminでの報告例はわれわれが調べた限りでは見

られない．

　今回使用した99’nTc－tetrofosminは化学名1，2　bis

【bis（2－ethoxyethy1）phosphino］ethane（P－53）を99mTc

で標識した化合物である．本製剤は脂肪親和性の

陽イオンdiphosphineであり，全身に対する心筋

への集積率は運動負荷で1．3％，安静時で1．2％で

あり，動物実験でも冠血流と相関することが報告

されており，新しい心筋イメージング製剤として

臨床応用されている．本製剤の心筋への集積機序

は受動拡散であり，ミトコンドリアの阻害剤で心

筋細胞への集積が抑制されることが知られてい

る4・5）．心筋集積機序としてミトコンドリアとの関

連は99mTc－MIBIにおいても報告されている．この

99mTc－MIBIは2°ITIと同様に甲状腺腫瘍，副甲状

腺腫瘍の評価に応用されているのみならず，肺縦

隔腫瘍にも使用されつつある7～ID．したがって，

類似した集積機序を有する99mTc・－tetrofosminも腫

瘍集積を有する可能性がある．以前のわれわれの

経験でも，99mTc－tetrofosminが冠動脈バイパス手

術後に2°1T1と同様に手術創への集積が見られ，

腫瘍にも2°1Tlと同じように99mTc－tetrofosminの集

積が期待された6）．しかし実際は，同じ心筋血流

製剤として使用されている99’nTc－tetrofosminは腫

瘍への応用はほとんど行われていない．われわれ

は乳癌症例で術前に心機能評価の一環として

99・nTc－tetrofosmin心筋シンチグラフィが行われた2

症例を経験し，乳癌の主病巣への集積が良好に2

症例ともに見られた．症例1は浸潤癌として多く

見られる硬癌に近い乳頭腺管癌であり，症例2で

示した嚢胞内乳頭状癌は乳頭腺管癌に属する腫瘍

で，比較的悪性度は低く予後は良好とされてい

る．いずれの症例でも集積が見られたことから悪

性度の高い腫瘍のみならず，悪性度の低い腫瘍で

も99mTc－tetrofosminが集積するものと思われた．

クエン酸ガリウム（67Ga　citrate）による腫瘍シンチ

グラフィは女性乳房への生理的集積が見られるこ

とから12），乳癌症例への応用はほとんど行われて

いない．女性乳房への生理的集積が見られない

2°1T1や99「nTc製剤による乳癌の画像診断の役割は

重要と考えられる．99・・「rc製剤は2°iwに比較し短

半減期であるため，大量投与が可能でガンマカメ

ラに適したエネルギーピークを有しており，かつ

院内で標識できる優れた長所があり16・17），心筋や

副甲状腺の検査に徐々に使用されつつある．その

中でも99mTc－tetrofosminは99・frc－MIBIと同様に心

筋シンチグラフィ製剤として使用されているが，

標識を常温で容易に行うことができる利点があ

る16・17）．乳癌の画像診断は必ずしも緊急を要する

ものではないが，マンモグラフィや超音波検査が

日常の検査として容易に行われている現状を考え

ると，乳癌の核医学検査も簡単に標識され1時間

後には撮影可能な99mTc－tetrofosminは，核医学検

査の中でも重要な役割を果たすものと期待され

る．本邦においても食事の欧米化に伴い体格も欧

米化し乳腺発育も良好となりつつある．このよう

な現状からも，乳癌の画像診断は従来からのマン

モグラフィと超音波検査に加えて，新しい診断方

法が必要になる可能性がある．欧米ではすでに

99mTc－MIB1を利用してシンチマンモグラフィとし

て核医学の役割も重要になりつつあり，乳癌主

病巣で90％以上で，腋窩リンパ節転移も84％と

高率に診断もできる長所も報告されている13）．

99’nTc－tetrofosminを使用し，　Planar像，　SPECT像

ともに乳癌の主病巣と転移リンパ節への集積が見

られた症例報告があり，肺野，肝臓への集積が低

い99mTc－tetrofosminは有用性が高いと考案されて

いる18）．以上より，今後本邦においても99mTc－

MIBIのみならず99mTc－tetrofosminを利用した核医

学検査が，乳癌の診断・治療の一助になるものと

期待される．
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Summary

Two　Cases　of　Breast　Cancer　Detected　by　“9mTc・Tetrofosmin　Myocardial　Scintigraphy

Itaru　ADAcHi＊，　Koujiro　TABucHi＊，　Kazuhiko　YAMAMoTo＊，　Yasunobu　NAKATA＊，

Ryuichiro　NANBA＊，　Hiroshi　NisHiGAKi＊，　Ritsuo　MATsul＊，　Kouzou　SuEYosHI＊，

　　　　　　　Isamu　NARABAyAHI＊，　Tomoyuki　OHKuBo＊＊，　Shigemi　TAMoTo＊＊

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　and　Yoshiaki　OHTAKE＊＊＊

＊Depa肋ient　ofRadio’08y，＊＊F輌rst　Depart〃ient　of　ln’ernal〃e∂輌dηε，

＊＊＊Th　ird　Depar’〃ient　of　ln　te　rna’〃edicine，　Osako〃edica’Co〃ege

　　Breast　cancer　ranks　the　second　pOsition　among　the

cancer　of　women　in　Japan．　We　report　two　cases　of

breast　cancer　detected　by～99mTc・・tetrofosmin．　First　case

was　51years　old　female　with　breast　cancer（invasive

papillotubular　carcinoma）and　dextrocardia．　She　re－

ceived～99町「c－tetrofosmin　myocardial　scintigraphy　to

evaluate　dextrocardia　and　suspicious　coronary　artery

disease．　A　planar　image　of　99mTc－tetrOfosmin　myocar－

dial　scintigraphy　showed　myocardium　at　the　right

side，　gall　bladder　at　the　left　lower　side　and　abnormal

uptake　on　the　left　chest　wall．　Transaxial　images　of

99mTc－tetrofosmin　myocardial　SPECT　showed　myo－

cardium　at　the　right　side　and　abnormal　uptake　on　the

left　chest　walL　Second　case　was　78　years　old　female

with　breast　cancer（intracystic　papillary　carcinoma）

and　arrhythmia．99mTc－tetrofosmin　myocardia1　scintig－

raphy　was　performed　to　evaluate　arrhythmia　and　sus－

picious　coronary　artery　disease．　A　planar　image　of

99mTc－tetro　f（）smin　myocardial　scintigraphy　shows　hot

nodule　at　the　lateral　side　of　the　myocardium．

TranSaxial　images　of　99mTc－tetrofosmin　myocardial

SPECT　shovved　abnormal　uptake　at　the　left　lateral　side

on　the　chest　walL　Both　cases　appeared　illed　foci　as

abnormal　uptake　with～eqmTc－tetrofosmin　scintigraphy，

although　histologica1　diagnosis　was　different．　We　con－

Clude　that～99mTc－tetrof（）s　min　scintigraphy　is　helpful　for

evaluating　breast　cancer．

　　Key　words：　99mTc－tetrofosmin，

scintigraphy，　Breast　cancer，　SPECT．

Myocardial
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